
交換・追加利用のモデル

交換・追加利用の発生状況

在宅介護における福祉用具の交換利用の状況

利用者の状態に合わせて福祉用具の交換を行うことにより、利用者の自立した生活を維持することができ
ます。在宅では福祉用具貸与サービスを効果的に活用し、利用者の状態の変化に応じて適切な福祉用具を
借り換えながら、自立支援を目指しています。

1 か月間の用具の貸出の記録を分
析し、福祉用具別、目的別に集計
したものです。

（新規利用者への貸出は除く）

福祉用具の種類によって、貸出が
発生する頻度や追加、交換の目的
が異なることがわかります。

利用者の状態の変化に応じて、そ
の時点での利用者の状態に最適な
用具を利用します。
福祉用具の返却や追加、交換を行
う目的には以下のようなパターン
があります。

・導入時の適合・調整
・ＡＤＬ改善、生活行動範囲の拡
大　による交換・追加
・ＡＤＬ低下による交換・返却
・介護環境の変化による交換
・用具の要因による交換

安定期導入初期 下降期向上期

出典：「状態像に応じた福祉用具の交換利用の効果に関する調査」H22年３月に本福祉用具協会
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D：介護環境の変化
による交換

E：用具側の要因に
よる交換
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【記録シート】貸出の際の理由（福祉用具別）
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